
2026年にT&D保険グループは新たな経営ビジョン「Try & Discover 2030」をスタートしま
した。その中核には、共有価値の創造を経営戦略に据えた、生命保険事業を中核とする事業
ポートフォリオ管理の強化があります。新たなビジョンを踏まえ、昨年に続き第三者意見を提
出いたします。

人権の尊重
T&D保険グループは人権方針を明確に掲げています。また、過去の顧客対応、商品設計、従
業員対応・制度からも人権尊重の企業哲学が伝わります。特に、継続的な研修や人権デュー
デリジェンスの仕組みを整えている点に注目します。欧米のサステナビリティ経営を研究す
る立場からすると、人権尊重の企業哲学はサステナビリティ経営を推進するうえで非常に重
要です。なぜなら、個の尊重、多様性の受容はイノベーションを生み、企業価値を高めるか
らです。今後も人権尊重の経営を推進することを期待します。

人的資本経営
従業員エンゲージメントスコア調査、京都大学経営管理大学院との協働研究などの継続開示
から、人的資本向上への取組みが伝わります。新たな開示では2点に注目しました。1つ目
がP.68の「経営戦略と連動した人材戦略」の表です。グループ全体が目指す姿を示してお
り、ステークホルダーのなかでも特に投資家にとって重要な開示です。2つ目は6名の若手・
中堅社員による座談会です。多様な経験・属性を持つ人材の確保・育成というグループの方
針に沿って、さまざまな職場を経験し多様な価値観を認識した社員の生きた声は新鮮に伝わ
ります。ポジティブな声だけではなく、多様な経験をした後のキャリアの道筋に関する不安な
声を掲載した点は、会社の課題を明らかにしたフェアな開示として評価します。
社内公募による国内MBA派遣は非常に重要であると考えます。社会人がビジネススクール
で業種と職種が異なる仲間と共に苦労して学ぶことにより、多様な価値観への理解を深め、
社外ネットワークを形成する機会になります。それ以上に重要なことは、世界のビジネスに
おける共通語とも言われるMBAを知る人材が増えるということです。特に、ファイナンスを
学んだ社員が増えることにより、事業ポートフォリオ管理能力が向上し、「Try & Discover 

2030」の達成に貢献することが期待されます。私自身がMBAホルダーであり、ビジネスス

クールで講義を担当する実務経験のある大学教員ですので、T&D保険グループの社内公募
によるMBA派遣を強く支持します。また、公募以外で、自発的に夜間のビジネススクールで
学ぶ意欲のある社員に対する配慮を期待します。

投資家としての使命
今年度からTCFDに加え、TNFDに基づく自然関連財務情報の開示を開始しています。生命
保険事業の直接的な環境負荷は製造業などと比べ相対的に小さいものの、機関投資家とし
て投融資先を通じて気候変動や生物多様性に大きな影響を及ぼし得ます。責任ある投資家
として、温室効果ガス（GHG）排出量や生物多様性への影響が大きい投融資先との対話が不
可欠です。重要な環境課題について、T&D保険グループによる協働エンゲージメントは効果
的だと考えます。特にトランジションでは、GHG排出削減量だけでなく、環境対策投資の妥
当性や将来キャッシュフロー、投資回収など多岐にわたる対話が必要です。今後の協働エン
ゲージメントに期待します。
保険会社の資産運用はグループ各社によって、また投資目的や資産特性によって異なり、そ
のすべてをサステナビリティレポートで示すことは困難です。T&Dホールディングス、太陽
生命および大同生命の責任投資レポートでは、エンゲージメントの実績や具体的な対話事例
が開示されていますので、本レポートに各レポートへのリンクを掲載することは有効です。そ
のうえで、責任ある投資家としての取組みの実効性についてステークホルダーの理解を深め
るため、対話で取り上げた課題、投融資先の反応、その後の変化や成果、今後の対応までを
示す代表的なエンゲージメント事例を本レポートにおいても紹介することを期待します。
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